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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 立命館大学 体育会ボート部 主将になりました、阿南 美咲です。全体をよく見て、コミュニ
ケーションを取り、一人ひとりの意見を尊重しつつ、自分の行動に責任を持てる主将を目指しま
す。チームとしては、日本一という一つの目標に、皆で一致団結して取り組みつつ、個人個人が
成長できる部活を目指します。また、常に感謝の気持ちを忘れず、たくさんの方に応援していた
だけるチームにしたいです。今後とも、ご支援·ご声援よろしくお願いします 主将 阿南美咲 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

《はじめに、前号から更新が空いてしまったことを深くお詫び申し上げます。》 

 
【2022 年度シーズン活動】 

<全日本大学選手権大会> 
9 月 8 日(水)〜11 日(日) 戸田ボートコース 

女子舵手付きフォア・・・・・・優勝！！ 

S:松田京子(3) 3:鈴木伶奈(4) 2:阿南美咲(2)  

B:志賀早耶香(3) C:越智楽々渚(2) 

女子舵手なしペア・・・・・・準優勝！ 

S:福原萌意 B:西彩里佐(4) 

女子舵手なしフォア・・・・・・5 位 

S:久保那月(3) 3:柴田佳歩(1) 2:中西果穂(2) B:池田有里(4) 

男子ダブルスカル・・・・・・6 位 

S:梶原秀宇(2) B:深田健太(2)            

男子舵手なしフォア・・・・・・C 決勝 6 位 

S:釜坂晴樹(4) 3:鈴木基也(3) 2:下入佐太一(2) B:岩切俊佑(4) 
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<中日旗争奪びわこレガッタ> 

9 月 18 日(日) 場所 琵琶湖漕艇場 3 

男子舵手付きフォア・・・・・・優勝！！ 

S:梶原秀宇(2) 3:深田健太(2) 2:實近瑛努(1) B:長谷川和海(1) C:伊勢千真(2) 

女子舵手付きフォア・・・・・・優勝！！ 

S:志賀早耶香(3) 3:西彩里佐(4) 2:池田有里(4) B:新徳真夕(1) C:越智楽々渚(2) 

男子舵手付きフォア・・・・・2 位 

S:村上大将(4) 3:岩切俊佑(4) 2:鈴木基也(3) B:釜坂晴樹(4) C:日々晧一郎(4) 

女子舵手付きフォア・・・・・2 位 

S:松田京子(3) 3:阿南美咲(2) 2:中西果穂(2) B:久保那月(3) C:白石奈緒子(2) 

女子ダブルスカル・・・・・4 位 

S:柴田佳歩(1) B:福原萌意 

男子シングル・・・・・4 位下入佐太一(2) 男子シングル・・・・・5 位 伊藤雄真(2) 

 

ストロークで出場しました松田（3 回生）です。連覇のかかった種目で緊張感があ

りましたが、全日本選手権に引き続き有観客試合で観客の方々の声援を受けて実

力以上のパフォーマンスで 5 連覇する事が出来ました。有観客でのレースを通じ

てボートの楽しさを再実感すると共に、応援してくださる方々への感謝の気持ち

を改めて感じる事が出来ました。今後とも感謝の気持ちを忘れず謙虚に邁進して

いきますので、ご支援ご声援の程よろしくお願い致します。 
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<全日本新人選手権大会> 
10 月 21 日(金)〜23 日(日) 戸田ボートコース 

女子舵手付きフォア・・・・・・優勝！！ 
S:阿南美咲(2) 3:柴田佳歩(1) 2:中西果穂(2) B:新徳真夕(1) C:越智楽々渚(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子舵手付きフォア・・・・・・8 位 

S:梶原秀宇(2) 3:深田健太(2) 2:實近瑛努(1) B:長谷川和海(1) C:伊勢千真(2) 

 

 

 

 

 

 

 

男子ダブルスカル・・・・・・準決勝 10 位 

S:下入佐太一(2) B:伊藤雄真(2) 

 

ストロークで出場した阿南（2 回生）です。新人戦という事で、自分達の代が一番上の
学年で、引っ張っていく立場として出場した大会が初めてだった為、不安も多く、今ま
で先輩の存在が心強かった事を強く感じました。予選でタイムがよくなかった事もあ
り、決勝はとても緊張しました。レース直前まで皆で意見を出し、同じ意識で挑めたの
で、レースでは皆の気持ちが一つになって漕げました。前半、他の艇と並んでいました
が、1000m 過ぎた辺りで、ここが勝負だと思い、声をかけた所、そこから差が開いてい
き、いいレース展開にもって行けました。後半は最後までいける、勝てると信じて漕ぎ
ました。一番最初にゴールした時、心の底から嬉しかったです。立命館大学 創部初の
全日本新人での女子舵手付きクォドルプル優勝をこの 5 人で達成出来た事、本当に嬉し
く思います。昨シーズンは沢山のご支援、ご声援ありがとうございました。今後ともよ
ろしくお願いします。 

ストロークで出場しました梶原(2 回生)です。今大会は、大学入学後初のスイープ種

目でのエントリーでした。練習では、艇に乗るとスカル種目との違いを改めて実感し、

何度も試行錯誤を繰り返す毎日でした。 

決勝では課題が多く見受けられる試合内容でしたが、自分たちの強みである、「中盤の

コンスタント力」を生かし、結果を得ることが出来たと思います。この現状に満足す

ることなく、更にレベルアップできるよう、練習により一層励んでいきたいと思いま

す。今後とも、ご支援ご声援のほどよろしくお願いいたします。 
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2022 年度 4 回生（卒業生）挨拶 

 
男子主将/経済学部 釜坂晴樹  
経済学部の釜坂晴樹です。私は大学 4 年

間のボート部で様々なことを経験し、たく
さんのことを学ばせていただきました。入
部のきっかけは部活として楽しそうだった
という小さなものでしたが、競技としても
成績を上げることに対して大切なことを学
び、社会の縮図としてこれから生きていく
上で重要なこともたくさん得ることができ
たと思います。みんなで 1 つの目標に向か
って努力すること、きつい練習の合間に何
気ない会話や楽しみがあること、これがあ
るからこそこの 4 年間頑張ってくることが
できました。人生の中の 4 年間というもの
はとても短い時間ではありますが、私にと
ってはかけがえのない、これから一生忘れ
ることがないとても濃い時間となりまし
た。この 4 年間の経験をこれからの人生へ
の財産として、社会に還元できるように立
派な社会人になってみせます。関わってく
ださった皆さん本当にありがとうございま
した。これからは立命館大学ボート部を陰
ながら応援しています。 

女子主将/経済学部 鈴木伶奈 
経済学部 4 回生の鈴木伶奈です。立命館

大学ボート部を引退し改めて振り返ると、
感謝で溢れていました。主将としてチーム
の顔となり、勝ち続けることの大変さや負
けてはいけないというプレッシャーをたく
さん感じましたが、多くの人の支えがあっ
たからこそ『日本一』を取り続けることが
出来たんだと思っています。これからも関
わってくださる方々への感謝の気持ちを忘
れず、小さなことからコツコツと努力を積
み重ね彩りある人生を過ごして行きたいと
思います。後輩には、支えて下さる方々へ
の感謝の気持ちを忘れず仲間と切磋琢磨し
あって競技生活に励んでほしいと思いま
す。4 年間たくさんのご支援・ご声援あり
がとうございました。皆さんの近くで応援
しています。 

食マネジメント学部 木下ひかる 
食マネジメント学部の木下ひかるです。

ボート部生活を振り返ると、マネージャー
という立場ではありましたが、選手や同じ
マネージャーに助けられながら過ごした 4
年間でした。今でも高い目標に向かって努
力し続けられる選手や部を支えるトレーナ
ーには心から尊敬し、共に悩み、笑いあっ
た日々を歩んだマネージャーには感謝しか
ありません。そしてボート部で学んだ経験
を社会人としても活かしていきたいです。
最後になりましたが、4 年間たくさんのご
支援・ご声援ありがとうございました。 

理工学部 日々晧一郎 
理工学部 4 回生の日比皓一朗です。4 年

間たくさんのご支援、ご声援ありがとうご
ざいました。こんな私に主務という仕事を
任せていただき、たくさんの経験ができた
ことはとても幸せでした。大会にもたくさ
ん同行させていただき、選手たちと一緒に
喜んだり、悲しんだりできたことがすごく
嬉しかったです。立命館大学ボート部員と
して、最初で最後に出場させていただいた
大会は、決して大きい大会ではありません
でしたが絶対に忘れないと思います。今後
は 1 人の OB として、また立命館大学ボー
ト部ファンとして皆さんの活躍を応援して
います。最後になりましたが、4 年間ありが
とうございました。 
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文学部 高木萌 
文学部 4 回生の高木萌です。立命館大学ボ

ート部に入り、充実した大学生活を過ごすこ
とができたことを本当に嬉しく思います。私
はボート部で新しいことに挑戦する機会を沢
山もらいました。マネージャーとして選手を
サポートすること、学連員として大会の運営
を行うこと。これらを通して、言葉では言い
表すことの出来ないほどのやりがいを感じる
ことができ、また一生付き合っていきたいと
思う仲間もたくさんできました。何年後も、
何十年後も皆とボート部での思い出話に花を
咲かせられたらなあと思います。今後は OG
として、立命館大学ボート部の皆さんの活躍
を心から応援しています。4 年間本当にあり
がとうございました。 

スポーツ健康科学部 池田有里 
スポーツ健康科学部の池田有里です。私は、

大学から本格的に競技を始めたのですが、最
強に心強いコーチや先輩方、同期、後輩達、マ
ネージャーさん達のおかげで、日本一のクル
ーに乗るという目標を達成する事ができまし
た。今まで決して楽しいことだけではなく、
苦しいこともたくさんありました。しかし、
全て自分の人生を豊かにする経験ばかりでし
た。ボートを選んだことも、立命館大学で頑
張れたことも、競技を通して多くの方と出会
うことが出来たのも、全てご縁であり、感謝
の気持ちでいっぱいです。後輩達も、感謝の
気持ちを忘れずに応援され続けるチームで在
り続けてほしいと思います！4 年間本当にあ
りがとうございました。 

情報理工学部 岩切俊佑 
情報理工学部の岩切俊佑です．自分は高校

では帰宅部でした．しかし，大学に入ったか
らには何か新しいことを始めたいと思い，大
学から始める人が多いと言われているボート
に興味を持ち，立命館大学ボート部に入部し
ました．しかし，実際に入ってみると想像以
上に過酷な練習の毎日が待っていました．そ
んな環境に帰宅部出身の自分が最初からつい
ていける訳も無く，最初から挫折気味でした．
それでも，そんな自分に部員の皆は，一部員
として平等に，目標を笑うわけでもなく，目
標達成の為にきつい言葉を投げかけてくれま
した．そんな環境のおかげで自分は 4 年間，
理系で大学も忙しかったのですが，ボート部
を続けることができたと思います．ボート部
を通して 4 年間関わってくださった監督，コ
ーチをはじめとする皆様方，大変ありがとう
ございました．現部員の皆も普段の練習を全
く見てもいない人たちに，結果のみで様々な
ことを言われると思いますが，その反面，何
も言ってはくれなくても，皆のことを見守っ
てくれている人たちがいることを覚えておい
てください。 

文学部 舩木めい 
文学部 4 回生の舩木めいです。4 年間のボ

ート部生活では、マネージャー業務、特に広
報業務を通して、幅広い年齢や立場の方々と
の連携の取り方を学びました。同時に、何に
も代え難い楽しい素敵な思い出と、本気で部
活動に取り組む刺激的で熱い同世代の部員と
4 年間過ごすという貴重な経験をさせていた
だいたことが私の財産です。大学生と比べ社
会人になると、さらに多くの人々と連携をと
り、物事を進めていかなければなりません。
その際にはボート部での経験を活かし、誰に
対しても謙虚で、どんな業務に対しても自ら
楽しみを見出し、精進して参りたいと思いま
す。4 年間、沢山のご支援・ご声援本当にあり
がとうございました。 

理工学部 西田華月 
理工学部環境都市工学科マネージャーの西

田華月です。4 年間、苦しいこと、楽しいこと
をたくさん経験しました。そして、多くのこ
とを学ばせていただきました。特に会計は本
当に大変な役職でしたが、会計をやり遂げた
事は自分に自信を与えてくれました。4 年間
で関わった全ての皆さん、ありがとうござい
ました。部員のみんな、まだコロナウイルス
の影響が残る中で大変なこともあると思いま
すが、悔いのないよう、楽しんで立命館大学
ボート部を全うして欲しいと思っています。
皆様、これからもご支援・ご声援よろしくお
願いいたします。 

経済学部 西彩里佐 
経済学部 4 回生の西彩里佐です。ボート部

では多くの経験させていただきました。思う
ように結果が出ない時もありました。ですが
大学でボートを続けたことにより出会えた仲
間の存在に大きく支えられました。この 4 年
間は満足のいく結果もあればそうでもない事
もありました。ですがこの 4 年間で学んだこ
とは今後、役立つものであると思っています。 
最後になりましたが、4 年間沢山のご支援、ご
声援ありがとうございました。 

村上大将さんは連絡がつかずコメントをいただけませんでした。 
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〈新幹部紹介〉改めまして、今年度の新幹部紹介をいたします。 
男子主将 深田健太 

     

スポーツ健康科学部 3 回生の深田健太です。男
子主将として、チームの見本となるような選手
を目指します。細かなことへの気付きやチーム
メイトとのコミュニケーションや活動を行いや
すい環境を作っていき、チーム全員で優勝を目
指して切磋琢磨できる関係性を作っていきま
す。まだまだ足りないことの多い自分たちです
が、一丸となって精進してまいります。これか
らもご支援、ご声援よろしくお願いいたします。 

女子主将（全体主将） 阿南美咲 

 

経済学部 3回生 阿南 美咲です。全体主将として、
チームを引っ張って行く存在になりたいと思い
ます。その為に、責任を持った行動を取り、部員、
皆についていきたいと思ってもらえるような主
将になりたいです。チームとしては、皆が一つの
目標に向かって頑張りつつ、個人個人が成長でき
る部活にしたいと思います。また、常に感謝の気
持ちを忘れず、たくさんの方に応援していただけ
るチームにしたいです。日本一という目標に向か
い、チーム一丸となって精進して参ります。今後
ともご支援·ご声援よろしくお願いします。 

主務 越智楽々渚 

スポーツ健康科学部の越智楽々渚です。 
コックスとして、主務として、選手全員が練習・試合
に集中できる環境作りをしていきたいと思います。
また、現状に満足するだけでなく、物事の根本を考え
て取り組めるよう努めます。選手だけでなくスタッ
フ陣、マネージャー、チーム全員とコミュニケーショ
ンを取りより良い環境作りに拘りたいです。支えて
下さる方々への感謝の気持ちを忘れず頑張りたいと
思います。これからも立命館大学ボート部のご支援・
ご声援をよろしくお願い致します。 

全体副将 梶原秀宇 

理工学部 4 回生の梶原秀宇です。副将として両主
将のサポート等や組織運営の効率化を行います。
チームメイトやスタッフ陣とコミュニケーショ
ンを密に取り、「日本一」の環境作りに徹します。
また、周りの方から応援されるようなチームを目
標とし、支えて下さる方々への感謝の気持ちを忘
れず日本一に向け精進してまいります。女子だけ
でなく男子も常勝を目指し、男女共に強い立命館
を作り上げます。これからも立命館大学ボート部
のご支援・ご声援よろしくお願いいたします。 

会計 佐藤佳苗 

       
経済学部 3 回生佐藤佳苗です。1 回生の春にボート部
に所属してから 2 年が経ちました。この 2 年間を振
り返ると、先輩から様々なことを教わり、時には苦労
しながらも工夫をしながら選手を支える努力をして
いきました。今度は自分が後輩に教える立場となり、
過去の先輩たちの努力から学んで、後輩たちにボー
ト部の活動理念を引き継いでいきたいと考えていま
す。会計としては業務を効率よく行い、それを後輩た
ちに上手く引き継げるように努力いたします。私の
ボート部での活動もあと 1 年ですが、悔いのないよ
うにマネージャー活動を全うしたいです。これから
も本学ボート部のご支援・ご声援よろしくお願いい
たします。 
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【初詣】2023 年 1 月 5 日 
今年も毎年お世話になっている建部大社にて初詣をさせていただきました。今年度の部員全

員の健康・活躍をお祈りしました。また、部長やコーチ、監督からの話も聞き、気合の入った一
日になりました。2023 年もチーム一丸となり頑張って参ります。 

 

【追いコン】2023 年 2 月 19 日 
 今年も追い出しコンパを行いました。大変お世話になった４回生の先輩方に別れを告げまし
た。先輩方には後輩である私たちに優しく、時には厳しく、とても愛のこもった指導をしていた
だきました。私たちも先輩たちの意思を引き継ぎ、これからも毎日練習に励んでいきたいと思い
ます。先輩方のこれからの社会でのご活躍を部員一同心より願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

<編集後記> 

最後まで読んでいただきありがとうございました。4 回生が引退され不安な面もたくさんあ

りますが、残り 1 年みんなと協力し後悔ない日々を過ごせるよう頑張ります。今後も部員

一同頑張りますのでご支援・ご声援よろしくお願いいたします。   3 回生 上野萌衣 

今後の主な予定 

◆ 第 64 回全日本新人ローイング選手権大会…10/13(金)〜15(日) 埼玉県戸田市 

戸田ボートコース 

◆ Rits レガ……11 月 26 日(日) 関西みらいローイングセンター 
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日本一を目指します。 

今後ともボート部活動への 

ご支援・ご声援の程 

よろしくお願い申し上げます。 
 

 

ボート部活動資金  

 

銀行振込口座  

滋賀銀行本店営業部 普通口座 ７３７２３２  

「立命館大学ボート部 OB 会」宛 

 

 


